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過度に自動車に依存した交通環境の改善に関する研究 
 

 

 

 

 

 

 
1960 年代以降の過度なモータリゼーションに伴い、特に過疎地を含む地方都市では現在、自動車が主たる

交通手段になっていることから、都市の郊外化・中心市街地の衰退が進むとともに、公共交通の需要が低下し

ています。このことから、交通事業者は赤字路線の撤退や減便を行うため、自動車を利用できない人々にとっ

ては「暮らしにくいまち」になってしまいます。このような都市の問題や環境問題を解決するためには、過度

に自動車に依存した交通環境は望ましくなく、徒歩や自転車、公共交通が主体となる交通環境に改善し、自動

車と上手につきあっていく必要があります。 

そこで私の研究室では、Honda 製自転車シミュレーターを導入し、自転車を利用する際の交通ルール及び

マナー、まちの中での危険個所を事前に教育するとともに、自転車利用の魅力を伝えることにより自動車から

自転車への転換を促す取り組みを行っています。その他にも現在、歩行者・自転車の通行空間の安全性の向上

に関する研究、自転車利用観光者のためのホスピタリティの観点からみた利用環境向上に関する研究を行って

います。さらに、歩行者・自転車交

通に関する研究に加えて、地域の生

活交通を支えるためにも安定した公

共交通サービスの提供と利便性向上

の必要性に関する研究を行います。

環境・都市の問題を解決するために

もこれらの研究を通して、過度に自

動車に依存した交通環境の改善に向

けた取り組みを行い、「誰もが暮らし

やすいと思えるまち」の形成を目指

していきたいと考えています。 
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現在、都市が抱えている問題を解決するためには、「自動車から他の交通手段への転換」が必

要とされています。「誰もが暮らしやすいと思えるまち」の形成を目指し、市民・行政・産業界

の方々と一緒に「過度に自動車に依存した交通環境の改善」に取り組んでいきたいと考えていま

す。 
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